
髙木竜馬さん（ピアノ）応援レポート 
「髙木竜馬ピアノリサイタル～ウィーンからの風」 

2017年9月1日（金）19:00開演  
カワイ表参道コンサートサロン「パウゼ」 

＜演奏会概要＞ 
◆プログラム 
ハイドン：ソナタ 変イ長調 第31番 作品XVI-46 
ショパン：12のエチュード 作品25  
     休憩 
ブラームス：3つの間奏曲 作品117 
シューマン：幻想曲 ハ長調 作品17 
 
◆お客様の人気投票で決めるアンコール 
ベートーベン：エリーゼのために 
ドビュッシー：水の反映 
ショパン：スケルツォ 第2番 
ラフマニノフ：パガニーニの主題による狂詩曲より 第18変奏曲 
プロコフィエフ：戦争ソナタ 第7番 第3楽章 
ショパン：英雄ポロネーズ 

カワイ表参道のコンサートサロン「パウゼ」でのリサイタル。こ
こでのリサイタルでは、演奏者の息遣いや身体の動き、鍵盤
の上を縦横無尽に動く指、ペダルの踏み方まで良く見えます。
髙木さん自身、あるレポートに「密なる小空間での演奏は、お
客様との相互方向の対話の密度が濃い。お客様の心から放
出されたエネルギーを享受していることを強く感じるのです。」
と書かれています。髙木さんのエネルギーに触発され、心を動
かされた聴衆の高まったエネルギーも髙木さんに伝わってい
た気がします。 
 

髙木さんの演奏を聴いていると、何故か作曲者が作曲をして
いる姿が脳裏に浮かびました。もちろん想像でしかありません
が、作曲家が思いを込めて、何かを伝えたくて、何度も書き直
しながら創った旋律を、数百年後に演奏家が演奏し、聴衆に
伝える。演奏家がいなければ素晴らしい作品を後世の人々は
聴くことができません。 
 

髙木さんはまた、「楽曲に向き合う際に、まず曲を書いた当時
の作曲家の心理に可能な限り近づくことは不可欠です。」とも
書かれています。そういう準備をし、演奏をされるからこそ、作
曲者が作曲をしている姿が脳裏に浮かんだのだろう。 

（当日のフライヤーより） 

（当日のフライヤーより） 



今の髙木さんを作ったものは何なのか、いつも何を思いながら演奏活動を続け
ているのか、これからどんな演奏家をめざしているのか。 

髙木さんの過去、現在、未来について直接お聞きしたところ、 
とても奥深い、興味深い回答をいただきました。是非お読みください♪♪ 

Q1. どの時代の、どの作曲家が特にお好きです
か。その理由もお聞かせいただけますか。 
 
A1. 作曲家には、それぞれの民族のもつ誇りが

大きな原動力となり、筆を進める作曲家がいます。
近年は特に、ショパンの愛国心に魅了されていま
す。そのような視点から楽曲を分析していくと、楽
曲から新しい側面が見えて参ります。 
 
Q2. 聴衆を前に演奏される時、どういう演奏をし
たいと思って臨まれますか。 
 
 A1. 演奏会にいらっしゃるお客様は、皆様それぞ

れが業をお持ちです。日々必死に働いていらっ
しゃる皆様が、憩いを求めていらっしゃるのが、演
奏会の場だと感じております。私の演奏をお聴き
下さり、少しでも皆様がお持ちの業に良い方向に
作用することが出来ましたら、演奏家として、これ
ほど名誉なことはございません。 
 

そのために、笑わせて泣かせて、喜ばせて悲しま
せて、お客様の様々な感性に触れられるような演
奏を目指しております。 

Q3. 髙木さんにとって、音楽とは、ピアノとは
どんな存在ですか。 
 
A3. イモラ国際音楽アカデミーで師事してお

ります、ボリス・ペトルシャンスキー先生は、
初めてのレッスンでこのようにおっしゃりまし
た。「素晴らしい音楽家になりたければ、まず
は心を磨きなさい。貴方自身の心が、音楽を
映す鏡となるのですから。」 
 
音楽とピアノを通して、 様々な土地へ行きま

した。多くの人々と出会いました。日々、過去
に綴られた作曲家からのメッセージに、考え
を巡らせています。音楽とピアノは、私を人
間として成長させてくれる掛け値の無い存在
です。 

Q4. 練習をしたり、演奏をしたり、移動したり、

大変なこともあると思いますが、そのような
毎日を支えているモチベーションは何でしょ
うか。 
 
A4. 練習や演奏を、苦に感じたことはありま

せん。自分が愛する音楽に打ち込み、人生
を歩んで行けますことに、深く感謝していま
す。 
 

人間が最も大きな力を発揮することが出来
るのは、自分のためではなく、世のため人の
ために働いた時だと考えております。日々の
モチベーションを支えていますのは、演奏会
にいらして下さるお客様や、応援をして下
さっている方々です。 



Q5. ベストな状態で演奏できるよう、日頃から気を
付けていることはありますか。 
 
A5. 私のマザー・ティーチャーでありますエレー

ナ・アシュケナージ先生は、優れた演奏者になる
ための秘訣を、幼少時に教えて下さいました。
「音階の練習を欠かさず行いなさい。何故なら、
音階は神様が創ったものだからです。」「ゆっくり
と練習をして、音を深く聴きなさい。」この２つの教
えは、常に守っております。 
 

また、バッハの「前奏曲とフーガ」とショパンの「練
習曲」は欠かすことなく弾いております。  

Q6. 欧州、日本で演奏していらっしゃると思いま

すが、欧州と日本では歴史も地理的要素も全く異
なると思います。その両方で演奏していらして、
音楽、環境、聴衆等において何か大きく異なるも
のを感じられることがありますか。 
 
A6. 私が最も大切にしていることは、私が日本人

であるということです。古事記を愛読しております
が、読めば読むほど、美しい日本に生まれました
ことを、大きな誇りに感じております。 
 

愛憎無き立場から、各国の音楽の良い部分を取
り入れ、日本人の魂を通して、演奏をすること。そ
のためには、各国に伝統として伝えられている真
髄に触れることと、日本人としての魂を磨くこと、
この両点に尽力しなくてはなりません。 

Q7. 今後、どのような演奏家を目指していらっ

しゃるのでしょうか。そのために今、何をしよう
と考えていらっしゃいますか。 
 
A7. グローバリズムの流れを汲んでいる現代で

ありますが、私は、作曲家はそれぞれの民族
の叫びを音に託して、筆を進めたと感じていま
す。グローバリズムの発展の恩恵を受けて、海
外に留学出来ていることは事実ではあります
が、今一度それぞれの民族の違いに注視して、
叫び声に耳を傾けて表現することを、目指して
います。 

愛する音楽、ピアノに打ち込める幸せに感謝しながら、自分の心を磨く。 

聴衆の感性に触れるような演奏を目指す。そのためには日本人としてのアイデンティティを
持ちながら、様々な国の歴史や文化、民族の違いを研究し、作曲者を理解する。 

日々、そんな研鑚を積んでいる髙木さんの演奏はこの後どのように変わっていくのだろう。 
その変化を追いかけるのが楽しみだ。 



（当日のフライヤーより） 



（当日のフライヤーより） 


